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か
つ
て
東
浩
紀
（
一
九
七
一
年
―
）

は
、
村
上
春
樹
（
一
九
四
九
年
―
）
の

小
説
や
庵
野
秀
明
（
一
九
六
〇
年
―
）
のTV

ア
ニ
メ
『
新
世
紀
エ
ヴ
ァ
ン

ゲ
リ
オ
ン
』（G

A
IN

A
X

、
一
九
九
五
年
一
〇
月
―
一
九
九
六
年
三
月
）
、
小
説
形
式

の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ゲ
ー
ム
（A

D
V

）

で
あ
る
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ノ
ベ
ル

（V
isualN

ovel

）
を
「
セ
カ
イ
系
」
と
し
て
高
く
評
価
し
た
。「
セ
カ
イ
系
」

と
い
う
言
葉
は
、
日
常
的
な
恋
愛
と
世
界
の
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
（catastrophe

）

を
、
社
会
と
い
う
中
間
項
を
媒
介
せ
ず
に
結
び
つ
け
た
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー

（subculture

）
に
お
け
る
一
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
を
指
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

「
セ
カ
イ
系
」
の
代
表
作
と
し
て
は
、『
ほ
し
の
こ
え
』（
二
〇
〇
二
年
二
月
）

か
ら
『
天
気
の
子
』（
コ
ミ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
ブ
・
フ
ィ
ル
ム
、
二
〇
一
九
年
七
月
）

に
至
る
新
海
誠
（
一
九
七
三
年
―
）
の
ア
ニ
メ
映
画
や
高
橋
し
ん
（
一
九
六
七

年
―
）
の
マ
ン
ガ
『
最
終
兵
器
彼
女
』（
『
ビ
ッ
グ
コ
ミ
ッ
ク
ス
ピ
リ
ッ
ツ
』
二
〇

〇
〇
年
一
月
号
―
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
号
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

そ
し
て
、
東
は
村
上
春
樹
の
長
編
小
説
『
世
界
の
終
り
と
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル

ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』（
新
潮
社
、
一
九
八
五
年
六
月
）
か
ら
舞
城
王
太
郎

（
一
九
七
三
年
―
）
の
長
編
小
説
『
九
十
九
十
九
』（
講
談
社
ノ
ベ
ル
ス
、
二
〇
〇

三
年
四
月
）
に
至
る
「
セ
カ
イ
系
」
的
な
文
学
を
「
寓
話
的
で
幻
想
的
で

メ
タ
物
語
的
な
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
実
存
文
学
」
と
呼
び
、
そ
こ
に
「
ま
っ

◎
書
評

坂
上
秋
成
著
『

の
軌
跡
』

K
e
y

大

場

健

司

O
B

A
K

e
n

j
i

た
く
新
し
い
日
本
文
学
史
」
の
可
能
性
を
見
い
だ
し
た
（
東
浩
紀
「
世
界
を

肯
定
す
る
こ
と
」（
『
ゲ
ー
ム
的
リ
ア
リ
ズ
ム
の
誕
生

―
動
物
化
す
る
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン

』
2

講
談
社
、
二
〇
〇
七
年
三
月
）
二
八
九
頁
）
。

こ
の
よ
う
な
東
の
「
セ
カ
イ
系
」
論
に
対
し
て
批
判
を
行
っ
た
の
が
、

宇
野
常
寛
（
一
九
七
八
年
―
）
で
あ
っ
た
。
宇
野
は
「
セ
カ
イ
系
」
的
な
戦

闘
美
少
女
や
ト
ラ
ウ
マ
を
負
っ
た
美
少
女
へ
の
「
萌
え
」
を
「
レ
イ
プ
・

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」
と
呼
ん
で
批
判
し
て
い
る
（
宇
野
常
寛
「
肥
大
す
る
母
性
の

デ
ィ
ス
ト
ピ
ア

―
空
転
す
る
マ
チ
ズ
モ
と
高
橋
留
美
子
の
「
重
力
」
」
（
『
ゼ
ロ
年
代
の

想
像
力
』
早
川
書
房
、
二
〇
一
一
年
九
月
）
二
四
二
頁
）
。
宇
野
は
「
セ
カ
イ
系
」

（
引
き
こ
も
り
）
に
対
し
て
「
サ
ヴ
ァ
イ
ブ
系
」（
決
断
主
義
）
を
主
張
し
、「
ゼ

ロ
年
代
の
想
像
力
」
の
可
能
性
を
ア
イ
ド
ル
・
グ
ル
ー
プA

K
B48

に
見

い
だ
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
宇
野
の
「
セ
カ
イ
系
」
批
判
に
対
し
て

は
村
上
春
樹
研
究
か
ら
の
反
論
も
あ
り
、
「
な
ぜ
宇
野
は
女
性
ア
イ
ド
ル

と
い
う
虚
像
と
産
業
構
造
を
肯
定
す
る
自
分
自
身
の
「
レ
イ
プ
・
フ
ァ
ン

タ
ジ
ィ
」
に
は
寛
大
な
の
だ
ろ
う
か
」
と
批
判
さ
れ
て
い
る
（
横
道
誠
「
村

上
春
樹
『
世
界
の
終
り
と
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』
の

つ
の
論
点

―

3

つ
の
翻
訳
（
英
訳
、
フ
ラ
ン
ス
語
訳
、

つ
の
中
国
語
訳
、
ド
イ
ツ
語
訳
、
イ
タ
リ
ア

7

2

語
訳
、
ス
ペ
イ
ン
語
訳
）、
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
変
質
と
セ
カ
イ
系
の
現
状
（
あ
る
い

は
新
し
い
文
学
史
の
希
求
）
、
大
江
健
三
郎
の
「
フ
ァ
ン
」
と
し
て
の
村
上

―
」

（
『M

U
RA

K
A

M
I

REV
IEW

』
第

号
（
創
刊
準
備
号
）、
二
〇
一
八
年
一
〇
月
）
四
六

0

頁
）
。以

上
の
よ
う
な
「
セ
カ
イ
系
」
を
め
ぐ
る
東
／
宇
野
の
論
争
に
お
い
て
、

常
に
中
心
的
な
論
点
と
な
っ
て
い
た
の
が
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ノ
ベ
ル
と
い
う

ゲ
ー
ム
・
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
っ
た
。
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ノ
ベ
ル
と
は
、
プ
レ
イ
ヤ
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ー
が
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
イ
ラ
ス
ト
見
て
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
シ
ナ
リ
オ
を

読
む
と
い
う
小
説
の
よ
う
な
ゲ
ー
ム
の
こ
と
で
、
「
ノ
ベ
ル
ゲ
ー
ム
」

（N
ovel

G
am

e

）
や
「
サ
ウ
ン
ド
ノ
ベ
ル
」（Sound

N
ovel

）
と
も
呼
ば
れ
て

い
る
。
物
語
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
複
数
用
意
さ
れ
て
お
り
、
プ
レ
イ
ヤ
ー

は
選
択
肢
を
選
び
な
が
ら
シ
ナ
リ
オ
を
読
み
進
め
る
こ
と
で
、
毎
回
異
な

る
物
語
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
で
は
ス
ー
パ
ー
フ
ァ

ミ
コ
ン
（SFC

）
用
ゲ
ー
ム
『
か
ま
い
た
ち
の
夜
』（
チ
ュ
ン
ソ
フ
ト
、
一
九
九

四
年
一
一
月
）
の
シ
ナ
リ
オ
を
推
理
小
説
家
の
我
孫
子
武
丸
（
一
九
六
二
年
―
）

が
担
当
し
て
い
る
な
ど
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
・
ゲ
ー
ム
（RPG

）

と
並

ん
で
物
語
性
が
豊
富
で
、小
説
家
が
シ
ナ
リ
オ
に
参
加
す
る
こ
と
も
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ノ
ベ
ル
の
中
で
も
、
東
ら
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン

（Postm
odern

）

な
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
論
に
お
い
て
特
に
議
論
の
対
象
と
な

っ
た
の
が
、「
泣
き
ゲ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
、
ゲ
ー
ム
・
ブ
ラ
ン
ドK

ey

に

よ
る
感
動
的
な
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ノ
ベ
ル
、
及
び
そ
の
ア
ニ
メ
で
あ
っ
た
。
一

九
九
〇
年
代
後
半
以
降
、
オ
タ
ク
た
ち
の
間
で
は
泣
き
な
が
ら
ゲ
ー
ム
を

プ
レ
イ
し
、
ア
ニ
メ
を
視
て
涙
を
流
す
の
が
流
行
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

K
ey

と
は
、
ゲ
ー
ム
会
社
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ア
ー
ツ
（V

isual
A

rts

）
内
に
シ
ナ

リ
オ
ラ
イ
タ
ー
・
作
曲
家
の
麻
枝
准
（
一
九
七
五
年
―
）
が
中
心
と
な
っ
て

作
っ
た
ゲ
ー
ム
・
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
り
、
作
曲
家
の
折
戸
伸
治
（
一
九
七
三

年
―
）
な
ど
が
在
籍
し
て
い
る
。
過
去
に
は
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ノ
ベ
ル
『K

anon

』

（K
ey

、
一
九
九
九
年
六
月
）
の
シ
ナ
リ
オ
を
麻
枝
と
共
に
担
当
し
た
シ
ナ
リ

オ
ラ
イ
タ
ー
・
小
説
家
の
久
弥
直
樹
や
、
長
編
小
説
『
青
猫
の
街
』（
新
潮

社
、
一
九
九
八
年
一
二
月
）
で
第
一
〇
回
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ノ
ベ
ル
大
賞
優
秀

賞
を
受
賞
し
た
小
説
家
・
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
の
涼
元
悠
一
（
一
九
六
九

年
―
）
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
樋
上
い
た
る
と
い
っ
た
著
名
な
ス
タ
ッ

フ
が
在
籍
し
て
い
た
。
そ
のK

ey

の
初
期
の
代
表
作
に
は
、
ビ
ジ
ュ
ア

ル
ノ
ベ
ル
『A

IR

』（
二
〇
〇
〇
年
九
月
）
や
『CLA

N
N

A
D

』（
二
〇
〇
四
年
四

月
）
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
作
品
は
ゼ
ロ
年
代
に
京
都
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
京

ア
ニ
）
に
よ
っ
て
ア
ニ
メ
化
さ
れ
、
高
い
評
価
を
得
て
き
た
。

今
回
の
書
評
で
取
り
上
げ
る
坂
上
秋
成
（
一
九
八
四
年
―
）
著
『K

ey

の

軌
跡
』（
星
海
社
、
二
〇
一
九
年
一
一
月
）
は
、
そ
の
よ
う
なK

ey

の
全
体
像

を
描
く
試
み
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
著
者
の
坂
上
氏
は
長
編
小
説
『
惜

日
の
ア
リ
ス
』（
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
一
三
年
四
月
）
で
知
ら
れ
る
小
説
家
で
、

ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
（Light

N
ovel

）
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
坂
上
氏
は
本

書
と
同
じ
く
星
海
社
新
書
か
ら
『TY

PE-M
O

O
N

の
軌
跡
』（
星
海
社
、
二

〇
一
七
年
一
一
月
）
を
発
表
し
、
ゲ
ー
ム
／
ア
ニ
メ
『Fate

』
シ
リ
ー
ズ
で

知
ら
れ
る
小
説
家
・
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
の
奈
須
き
の
こ
（
一
九
七
三
年
―
）

や
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
武
内
崇
（
一
九
七
三
年
―
）
を
論
じ
て
お
り
、
本

書
は
そ
のK

ey

ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
星
海
社
新
書

か
ら
は
大
塚
英
志
（
一
九
五
八
年
―
）
の
『
「
お
た
く
」
の
精
神
史

―
一

九
八
〇
年
代
論
』（
星
海
社
、
二
〇
一
六
年
三
月
）
な
ど
の
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー

論
が
出
版
さ
れ
、
星
海
社
文
庫
か
ら
は
奈
須
き
の
こ
や
竜
騎
士

（
一
九

07

七
三
年
―
）
の
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
が
出
版
さ
れ
て
お
り
、
星
海
社
の
レ
ー
ベ

ル
は
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
一
翼
を
担
っ
て
き
た
と
言
っ
て
も
よ
い
。

そ
れ
で
は
次
に
、
本
書
の
ポ
イ
ン
ト
を
章
ご
と
に
挙
げ
て
い
き
た
い
。

本
書
の
内
容
は
関
係
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
基
づ
い
て
お
り
、
そ
れ
だ

け
で
資
料
的
価
値
が
あ
る
。
第
一
章
で
は
、
麻
枝
准
が
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ

ー
に
な
っ
た
背
景
に
、
『
マ
イ
コ
ンB

A
SIC

マ
ガ
ジ
ン
』（
一
九
八
二
年
七
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月
号
刊
行
―
二
〇
〇
三
年
五
月
号
終
刊
）
で
紹
介
さ
れ
て
い
た
栗
本
薫
（
一
九
五

三
―
二
〇
〇
九
年
）
の
『
グ
イ
ン
・
サ
ー
ガ
』
シ
リ
ー
ズ
（
ハ
ヤ
カ
ワ
文
庫
、
一

九
七
九
年
九
月
―
）
や
、
読
者
の
選
択
で
物
語
が
変
わ
る
「
ゲ
ー
ム
ブ
ッ
ク
」

（G
am

ebook
）

の
存
在
が
あ
っ
た
こ
と
は
興
味
深
い
。
更
に
、
作
曲
家
と

し
て
の
麻
枝
の
原
点
に
は
、

を
用
い
てTM

N
ETW

O
RK

の
バ
ン

P
C

ド
ス
コ
ア
を
打
ち
込
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
「
鬼
畜
サ
イ

コ
涙
腺
ゆ
る
ま
し
系
」
と
呼
ば
れ
た
『M

O
O

N
.

』（Tactics

、
一
九
九
七
年
一

一
月
）
に
、『
新
世
紀
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
』
に
代
表
さ
れ
る
オ
カ
ル
ト
・

ブ
ー
ム
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
一
九
九
〇
年
代
の
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー

を
考
察
す
る
上
で
面
白
い
。『O

N
E

～
輝
く
季
節
へ
～
』（Tactics

、
一
九
九

八
年
五
月
）
に
つ
い
て
は
、
村
上
春
樹
『
世
界
の
終
り
と
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル

ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』
の
影
響
を
受
け
つ
つ
も
、
村
上
と
は
違
い
、
メ

タ
な
世
界
（
永
遠
の
世
界
）
／
現
実
の
世
界
が
溶
け
合
う
世
界
観
を
提
示
し

た
こ
と
が
評
価
さ
れ
て
い
る
。

第
二
章
で
は
『K

anon

』
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
黎
明
期
に
ネ
ッ
ト
上
の

掲
示
板
（
葉
鍵
板
）

や
二
次
創
作
を
と
お
し
て
人
気
を
博
し
た
こ
と
が
示

さ
れ
て
い
る
。

第
三
章
で
扱
わ
れ
る
の
は
『A

IR

』
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
こ
れ
ま
で

大
澤
真
幸
（
一
九
五
八
年
―
）
に
よ
っ
て
、
規
範
を
保
証
す
る
超
越
的
な
「
第

三
者
の
審
級
」
の
「
撤
退
」
を
表
し
た
も
の
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い

る
（
大
澤
真
幸
「
不
可
能
性
の
時
代
」
（
『
不
可
能
性
の
時
代
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八

年
四
月
）
二
〇
二
―
二
〇
六
頁
）
。
つ
ま
り
、
主
人
公
が
カ
ラ
ス
へ
の
変
身
を

遂
げ
る
こ
と
で
物
語
に
介
入
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
批
評
的
な
実
践
と
な

っ
て
い
る
の
だ
が
、
坂
上
氏
は
む
し
ろ
、
そ
こ
に
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
介
入
が

見
い
だ
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
書
で
は
『A

IR

』
と
新
海
誠
の
『
天
気
の

子
』
の
類
似
性
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
ア
ニ
メ
研
究
に
も
示
唆
を
与
え
る
。

第
四
章
で
は
『CLA

N
N

A
D

』
が
恋
愛
も
の
で
あ
り
な
が
ら
も
、
恋
愛

が
成
就
し
た
後
の
「
人
生
」
と
「
家
族
」
を
描
い
て
い
る
点
で
、
ジ
ャ
ン

ル
自
体
が
脱
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
更
に
、Steam

上
で

発
表
さ
れ
た
『CLA

N
N

A
D

』
の
英
語
版
（
二
〇
一
五
年
一
一
月
）
の
海
外

で
の
受
容
へ
の
言
及
も
示
唆
に
富
む
。

第
五
章
で
は
『
リ
ト
ル
バ
ス
タ
ー
ズ
！
』（K

ey

、
二
〇
〇
七
年
七
月
）
が

扱
わ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
に
は
、
京
ア
ニ
の
『
ら
き
☆
す
た
』

（
二
〇
〇
七
年
四
―
九
月
）
や
『
け
い
お
ん
』（
二
〇
〇
九
年
四
月
―
二
〇
一
〇
年
九

月
）
に
代
表
さ
れ
る
「
日
常
系
」
が
流
行
し
て
お
り
、
『
リ
ト
ル
バ
ス
タ

ー
ズ
！
』
も
ま
た
、
そ
の
流
れ
に
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
こ
の
作
品
が
男

性
性
の
弱
い
主
人
公
の
成
長
物
語
と
な
っ
て
い
る
点
や
、
非-

血
縁
者
に

よ
る
共
同
体
（
友
情
）
の
生
成
が
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
論
じ
ら

れ
て
い
る
。

第
六
章
で
は
主
にK

ey

作
品
の
ア
ニ
メ
化
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
京

ア
ニ
は
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
に
『A

IR

』
や
『CLA

N
N

A
D

』
と
い
っ
たK

ey

作
品
の
ア
ニ
メ
版
を
発
表
し
て
お
り
、
そ
の
圧
倒
的
な
質
の
高
さ
は
「
京

ア
ニ
ク
オ
リ
テ
ィ
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
本
書
で
は
、
石
岡
良
治
（
一
九

七
二
年
―
）
の
ア
ニ
メ
研
究
に
触
れ
な
が
ら
、
そ
れ
が
①
ア
ニ
メ
ー
タ
ー

木
上
益
治
（
一
九
五
七
―
二
〇
一
九
年
）
の
功
績
、
②
新
海
誠
が
用
い
た
フ
ォ

ト
リ
ア
ル
な
手
法
の
一
般
化
、
③
京
ア
ニ
に
よ
る
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
の
正
社

員
化
と
労
働
環
境
の
改
善
、
と
い
う
三
点
に
由
来
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ノ
ベ
ル
の
物
語
は
マ
ル
チ
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
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な
っ
て
い
る
た
め
、
ア
ニ
メ
へ
の
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
（adaptation

）

は

困
難
が
伴
う
が
、
京
ア
ニ
は
原
作
に
忠
実
で
あ
り
な
が
ら
も
、
複
数
の
ル

ー
ト
の
密
接
な
結
び
つ
き
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
関
係
性
を
極
め
て
巧
み
に

描
く
こ
と
で
、ア
ニ
メ
化
を
成
功
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
二
〇
一
〇
年
代
以
降
、
麻
枝
准
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ニ
メ
『A

ngel
Beats!

』（
二
〇
一
〇
年
四
―
六
月
）
、
『Charlotte

』（
二
〇
一
五
年
七
―
九
月
）
を

ア
ニ
メ
会
社P.A

.W
O

R
K

S
か
ら
発
表
し
て
い
る
。
こ
の
企
画
の
背
景
に

は
「
鍵
っ
子
」（K

ey

作
品
の
フ
ァ
ン
）
で
あ
る
ア
ニ
プ
レ
ッ
ク
ス
の
鳥
羽
洋

典
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
熱
意
が
あ
っ
た
と
い
う
。

第
七
章
で
は
、『Rew

rite

』（K
ey

、
二
〇
一
一
年
六
月
）
の
シ
ナ
リ
オ
を
担

当
し
た
小
説
家
・
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
の
田
中
ロ
ミ
オ
（
一
九
七
三
年
―
）

に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
『
天
気
の
子
』
の
よ
う
な
「
セ
カ
イ
系
」

で
は
一
般
的
に
ヒ
ロ
イ
ン
と
の
恋
愛
が
世
界
や
社
会
よ
り
も
重
視
さ
れ

る
。
し
か
し
、
本
書
に
よ
れ
ば
、
田
中
ロ
ミ
オ
は
恋
愛
や
ヒ
ロ
イ
ン
と
い

っ
た
要
素
そ
の
も
の
を
疑
問
視
し
、
人
類
と
地
球
の
未
来
を
選
び
取
る
主

人
公
を
描
い
て
い
る
の
だ
と
い
う
。

そ
し
て
、
第
八
章
で
は
、
心
臓
の
病
に
よ
っ
て
死
の
淵
に
置
か
れ
な
が

ら
も
麻
枝
准
が
作
詞
作
曲
を
続
け
た
こ
と
や
、
そ
の
音
楽
と
シ
ナ
リ
オ
の

結
び
付
き
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
書
で
は
ゲ
ー
ム
／
ア
ニ
メ
ブ
ラ
ン
ドK

ey

と
そ

の
中
心
人
物
で
あ
る
麻
枝
准
の
活
動
の
総
体
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
一
九
九

〇
年
代
以
降
の
オ
タ
ク
文
化
や
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
、「
セ
カ
イ
系
」、
ラ
イ

ト
ノ
ベ
ル
の
流
行
を
論
じ
る
際
に
、K

ey

の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ノ
ベ
ル
や
ア
ニ

メ
作
品
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
存
在
で
あ
る
。
本
書
で
の
議
論
を
も

と
に
し
て
、
文
学
研
究
者
や
批
評
家
は
何
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、

①
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ノ
ベ
ル
と
い
う
視
聴
覚
メ
デ
ィ
ア
を
含
め
た
文
学
史
の
構

築
、
②
村
上
春
樹
の
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
へ
の
影
響
、
③
麻
枝
准
か
ら
新
海

誠
へ
の
影
響
、
④
「
セ
カ
イ
系
」
の
再
考
、
⑤
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
に
よ

る
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
執
筆
、
⑥
純
文
学
へ
の
影
響
と
い
っ
た
新
た
な
研
究
／

批
評
の
可
能
性
が
開
示
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

最
後
に
、
本
書
の
目
次
を
掲
載
し
て
お
く
。

は
じ
め
に

第
一
章
「K

ey

前
史

―
『M

O
O

N
.

』
と
『O

N
E

～
輝
く
季
節
へ
～
』

を
巡
っ
て
」

第
二
章
「K

ey

始
動

―
『K

anon

』
と
い
う
奇
跡
」

第
三
章
「
『A

IR

』

―
彼
女
が
選
ん
だ
幸
福
の
形
」

第
四
章
「
奇
跡
の
価
値
は

―
『CLA

N
N

A
D

』
、『
智
代
ア
フ
タ
ー
～It's

a
W

onderfulLife

～
』」

第
五
章
「
『
リ
ト
ル
バ
ス
タ
ー
ズ
！
』

―
虚
構
の
楽
園
と
ピ
エ
ロ
た
ち
」

第
六
章
「K

ey

と
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

―
京
都
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
美
学
、

『A
ngelBeats!

』
、『Charlotte

』」

第
七
章
「
『Rew

rite

』

―
進
化
へ
の
意
志
を
示
す
も
の
」

第
八
章
「K

ey

の
音
楽

―
物
語
と
音
の
結
び
つ
き
」

終
章

「K
ey

が
目
指
し
た
場
所

―
「
過
酷
な
日
々
」
の
果
て
に
あ
る

も
の
」

（
二
〇
一
九
年
一
一
月

星
海
社

三
〇
〇
頁

一
一
〇
〇
円
＋
税
）

（
台
灣
・
國
立
國
防
大
學
語
文
中
心
専
任
教
師
）
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